
 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 ～ 8 組 選択者

教科担当者：（　長野　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標

科目 の目標

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

態

【知識・技能】
・平面内の運動、剛体、運動量の保存につい
て、内容や求め方について理解している。ま
た、適切に式を運用することが出来る。

【思考・判断・表現】
・平面内の運動、剛体、運動量の保存につい
て、説明出来る。力について、力の関係性に
ついて説明したり、考察したり、データにま
とめることが出来る。

【主体的に取り組む態度】
・平面内の運動、剛体、運動量の保存につい
て、運動がどうなっているのか理解しようと
している。運動の様子を確認する実験に主体
的に取り組んでいる。

〇 〇 〇

第2章　音の伝わり方
1.音の伝わり方
2.音のドップラー効果

第3章　光
1.光の性質
2.レンズ
3.光の干渉と回折

【指導事項】
・音波は波としての諸性質，反
射・屈折・回折・干渉の各現象を
示して理解する。
音源が動く場合には，観測者の運
動に関係なく波長が変化すること
を理解する。
・白色光、光にも反射・屈折の法
則が成りたつことを理解し，みか
けの深さや全反射について，その
機構を理解する。
【教材】
教科書・問題集・演習プリント
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改訂版　物理（数研出版）、改訂版　リードα物理(数研出版)

清瀬 理科 物理
理科 物理 6

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科

物理

知識の習得や知識の概念的な理解、科学的に探
究するために必要な実験や観察などに関する技
能を身に付ける。

習得した「知識・技能」を活用して、課題を解
決できる思考力、判断力、表現力を身に付け
る。

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力を
身につける過程において、多面的な視点を用い
て科学的に探究する力を養う。

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物や現象について、理解を深めるとともに、科学的に探究するために必要な観察・実験を通して
基本的概念や原理、法則を理解し、身につける。

自然の事物や現象について、知識技能と関連付けながら、見通しをもって探究する力を養い、観察や実験
の結果を基に考察したり、表現する。

理科の見方・考え方を働かせ、自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め、主体的に探究する態度を
養う。

第4章　円運動と万有引力
1.等速円運動
2.慣性力
3.単振動
4.万有引力

第3編　波
第1章　波の伝わり方
1.正弦波
2.波の伝わり方

【指導事項】
・円周にそった物体の速さ，角速
度，回転数，周期などを用いて表
された量、慣性力、単振動、万有
引力の定義，およびこれらの間に
成りたつ関係を学習する。
・正弦波について理解し、一般式
を正しくつくれるように指導す
る。
波の反射・屈折・回折の現象、ホ
イヘンスの原理について理解す
る。
【教材】
教科書・問題集・演習プリント

【知識・技能】
・円運動、万有引力、波の伝わり方につい
て、内容や考え方について理解している。ま
た、適切に式を運用することが出来る。

【思考・判断・表現】
・物体の運動や波の伝わり方を表す式、式を
導く過程について説明したり、考察したりす
ることが出来る。

【主体的に取り組む態度】
・円運動、万有引力、波の伝わり方につい
て、理解しようとしている。実験に主体的に
取り組んでいる。

〇 〇 〇

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

30

定期考査
1

第1編　力と運動
第1章　平面内の運動
1.平面運動の速度・加速度
2.落体の運動

第2章　剛体
1.剛体の力のつりあい
2.剛体にはたらく力の合力と重心

第3章　運動量の保存
1.運動量と力積
2.運動量保存則
3.反発係数

【指導事項】
・物理では平面上の運動を扱うの
で，速度や加速度のベクトルを用
いた扱いを十分に理解し，慣れ
る。
・放物運動における速度ベクトル
を水平成分と鉛直成分とに分解
し，定量的に理解する。
・剛体にはたらく力の効果は，力
の大きさと向きのほかに，作用線
の位置により決まることを理解す
る。
・反発係数は衝突直後と直前にお
ける2物体の相対速度の大きさの比
で表されることを理解する。
【教材】
教科書・問題集・演習プリント

30

1
定期考査

【知識・技能】
・音と光の性質について、内容や考え方につ
いて理解している。また、適切に式を運用す
ることが出来る。

【思考・判断・表現】
・音と光の性質を表す式、式を導く過程につ
いて説明したり、考察したりすることが出来
る。

【主体的に取り組む態度】
・音と光の性質について、理解しようとして
いる。実験に主体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇



合計

〇 30

第4編　電気と磁気
第1章　電場
1.静電気力2.電場
3.電位4.物質と電場
5.コンデンサー

第2章　電流
1.オームの法則
2.直流回路
3.半導体

第3章　電流と磁場
1.磁場
2.電流のつくる磁場
3.電流が磁場から受ける力
4.ローレンツ力

【指導事項】
・静電気力、電場、電位、物質と
電場について理解する。
・コンデンサーの極板に蓄えられ
る電気量，電気容量を理解する。

・誘電体のはたらき，および誘電
率，比誘電率を理解する。
・電流の向きと大きさ、オームの
法則について理解し、キルヒホッ
フの
法則について説明出来るようにす
る。
・直流回路、半導体について、そ
のしくみや特徴について理解す
る。半導体ダイオードの原理や清
流作用について示し、トランジス
ターについてもふれる。
・磁石の性質を示し、磁場につい
て定義をし、磁性体について学習
する。また、電流と磁場の関係に
ついて、ローレンツ力について理
解する。
【教材】
教科書・問題集・演習プリント

第4章　電磁誘導と電磁波
1.電磁誘導の法則
2.交流の発生
3.自己誘導と相互誘導
4.交流回路
5.電磁波

第5編　原子
第1章　電子と光
1.電子
2.光の粒子性
3.X線

4.粒子の波動性
第2章　原子と原子核
1.原子の構造とエネルギー準位
2.原子核
3.放射線とその性質
4.核反応と核エネルギー
5.素粒子

物理学が築く未来

【指導事項】
・磁場を横切る導線に生じる誘導
起電力について理解する。また，
渦電流についてもふれ，電磁調理
器などの利用例を扱い，電磁誘導
についての興味づけを行う。
・交流の発生のしくみと，交流電
圧，実効値について理解する。
・コイルに流れる電流が変化する
と誘導起電力が生じ，その大きさ
は電流の変化の速さに比例するこ
とを理解する。電流の流れている
コイルには，磁場の形でエネル
ギーが蓄えられていることを把握
する。
・抵抗に直列につないだコイルや
コンデンサーに加わる電圧の位相
について理解する。交流回路のイ
ンピーダンスについても扱う。
・電磁波の発生のしくみ、陰極線
の性質、電子について理解する。
・光電効果、現象について学習す
る。X線について、コンプトン効果
について理解する。
・電子に波動性があることを理解
し、電子顕微鏡についても扱う。
・ラザフォードの原子模型、ボー
アの原子模型について説明する。
・原子核について、放射線につい
て理解する。また、放射能の測定
単位について説明し、性質と利用
についても考える。
・原子核反応、質量欠損、結合エ
ネルギーの定義を理解する。
・素粒子とは何かを把握させ、素
粒子の分類について説明する。
・物理学が、最先端の研究や産業
などの基盤になっていることを具
体例を通じて理解する。
【教材】
教科書・問題集・演習プリント

【知識・技能】
・総合的に判断する。
【思考・判断・表現】
・総合的に判断する。
【主体的に取り組む態度】
・総合的に判断する。

〇 〇

【知識・技能】
・電磁誘導と電磁波、電子と光、粒子の波動
性に関して、その内容やしくみ、考え方につ
いて理解している。また、適切に式を運用す
ることが出来る。

【思考・判断・表現】
・電磁誘導と電磁波、電子と光、粒子の波動
性に関して必要な式、式を導く過程について
説明したり、考察したりすることが出来る。

【主体的に取り組む態度】
・電磁誘導と電磁波、電子と光、粒子の波動
性に関して、理解しようとしている。実験に
主体的に取り組んでいる。

〇 〇

定期考査

受験対策講座 受験対策

２
学
期

【知識・技能】
・電気と磁気に関して、その内容やしくみ、
考え方について理解している。また、適切に
式を運用することが出来る。

【思考・判断・表現】
・電気と磁気に関して必要な式、式を導く過
程について説明したり、考察したりすること
が出来る。

【主体的に取り組む態度】
・電気や磁気の性質について、理解しようと
している。実験に主体的に取り組んでいる。

〇 〇〇 30

３
学
期

210

1

定期考査
1

〇 56


